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iPS細胞のこれまでの
��年とこれから

倉敷中央病院 創立100周年事業×CiRA一般の方対象シン
ポジウム「最先端科学を社会実装する ～倉敷で考える医療
の未来～」を開催します。

倉敷市で一般の方対象シンポジウムを
開催します

CiRA第１研究棟１階エントランスホールの一般の方への公
開を６月１日から再開しました。 公開時間は、平日（月曜日
から金曜日）の午前９時から午後５時までです。国民の休日
は公開をお休みさせていただきます。

CiRAエントランスホールの公開を
再開しました

日　時

場　所

講演者

申込み

2023年9月3日（日）13:00～15:30

倉敷市民会館 ＋ Youtube Live

川口 義弥　  教授（CiRA）
山中 伸弥　  名誉所長・教授（CiRA）
大原謙一郎   理事・会長（大原記念倉敷中央医療機構）
山形専 院長 （倉敷中央病院）

CiRA ホームページをご覧ください。
現地で参加希望の場合は、申込み期間は7月1日～
7月31日です。先着順 1,000 名。

ANNOUNCEMENT お知らせ



����年度iPS細胞研究基金収支報告について
　2022年度も多くの方々から温かいご支援を賜りましたこと、心から感謝申し上げます。また、数多くの寄付者の方に
当基金の周知広報にもご協力いただき、ご支援の輪を拡げていただきました。
　皆様からのご寄付は各研究室の研究費や研究支援経費に活用させていただき、2022年度も多くの研究成果をあげること
ができました。主な成果としては、ヒトのiPS細胞・ES細胞の生存に必要な遺伝子を発見することやiPS細胞から間葉系
幹細胞の誘導方法を確立することに成功いたしました。また、脊髄性筋萎縮症における骨格筋病変の発症メカニズムの一部
を解明いたしました。これらの知見が新たな治療法や薬の開発に貢献することが期待されます。
　iPS細胞を用いた臨床試験としては、CiRA の研究成果を活用し、パーキンソン病、筋萎縮性側索硬化症（ALS）、家族性
アルツハイマー病、卵巣がん、血小板減少症などで実施されています。
　このほか、若手研究者の育成、新しい研究室を立ち上げる際のスタートアップ支援、研究所の国際化推進、知的財産の
確保・維持等にも寄付金を活用させていただいております。
　国からの研究費の多くが期限付きで不安定な中、iPS細胞の実用化に向けて研究を推進し続けられるよう、皆様からの
ご支援は長期にわたり大切に使わせていただきます。
　今後も、革新的な基礎研究をさらに進めていく環境を整え、患者さんや周りで支えておられる方々に、1日も早くiPS細胞
技術の臨床への応用を目指し、教職員一同、力を合わせ研究活動に全力を尽くします。皆様の温かいご支援に、重ねて心から
御礼を申し上げます。

京都大学iPS細胞研究所（CiRA）
所長 髙橋　淳

教職員一同

京都大学高等研究院　
ヒト生物学高等研究拠点（ASHBi）　特定研究員
CiRA上廣倫理研究部門受入研究員

おいかわ まさのり文・及川 正範

　昨年、岩波文庫からジョン・スノウ
著『コレラの 感 染 様 式 について』

（山本太郎訳）が出版されました。
この公衆衛生学の古典的著作が今
の時期に翻訳出版されたのは、おそ
らく感染症に対する人々の関心を
受けてのことと思われます。同書は
のちに疫学の祖と呼ばれるように
なったスノウが、19世紀英国で流行
したコレラの原因に迫った調査記
録です。当時はコレラ菌が発見され
る前であったため、患者の居住地域
や生活環境、発症日前の行動、利用
していた水の供給源などを一つ一
つ丹念に調べ上げるといった先駆
的かつ根気のいる疫学的手法によ
り、特定の井戸水がコレラ流行の大
きな要因となっていることを冷静な
筆致で指摘しています。
　その記述から想像する姿はさなが
ら探偵のようです※。シャーロック・
ホームズは推理にはデータが不可欠
であることを比喩的に「粘土がなけ
れ ば 煉 瓦 は 造 れ な い 」（『 T h e  
Adventure of  the Copper 
Beeches / ぶな屋敷』）と表現して
いますが、粘土を採掘、粉砕、成形、 「Yahoo！ネット募金」

ご寄付の方法

寄付ページにてお手続きができます。
※領収書は発行されません。

ヤフー iPS基金 検索

振込用紙お取り寄せ
専用フリーダイヤル
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ないか、ということです。しかし他方
で、そもそも事実と価値を厳密に区
別できるのだろうか、という疑問もあ
ります。実 際 、このような 問 題 は
Is-Ought問題と呼ばれ、倫理学で
長く議論されているものです。
　私がいま関心があるのは、上記の
問題を考慮に入れつつ、先端科学に
おける倫 理 規 範 の 構 築に経 験 的
データ、とりわけ一般の方々のような
非専門家の知見がどのような役割
を担い、いかにして規範の構築に
役立てられるかということです。これ
は市民科学的な知の可能性を探る
うえでも重要な視座を提供するもの
と考えています。

乾燥、燃成して煉瓦を造るかのよう
に膨大なデータを収集、整理、吟味、
批判、構成することによって医学的
仮説を打ち立てているのです。
　倫理に関する私たちの研究でも
このような過程を経ることがあり
ます。正しい倫理的判断は正確な
事実認識の上に成り立つものと考え
るからです。特に科学における倫理
問題を扱う際には、倫理的に適切な
行為とは何かという視点から、改め
て問題とする科学的営為とそれに
随伴する影響を整理分析することに
よって事象の正確な理解に努めます。
ときには、科学者や利害関係者に
対して聞き取り調査や質問紙調査を
行うこともあります。
　しかし、煉瓦を造ることや医学研究
と本質的に異なるのは、事実の集積
から直接的に倫理規範が導かれる
わけではないということです。むし
ろ、事実と規範（価値）との間には
論理的な隔たりがあるのではないか
と考えます。つまり、「 ～ すべき」

（ought）という倫理や道徳に関する
言説は、「～である」（is）という事実
からは導くことができないのでは

データと倫理研究

※ Medical Detective（『医学探偵』）と題するスノウの伝記も出版されており、その調査過程から探偵を想起する人は少なくないの
かもしれません。

※受け入れた寄付金額に応じて、京都大学全体の運営に係る経費へ充当
され、iPS細胞研究基金を含む京都大学基金の維持・管理、CiRAを含む
全学の環境整備等に使われます。
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（うち、寄付額に応じて大学運営に
  係る共通的な経費へ充当する額※）

SUPPORT 基金事務局だより
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